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対象者と調整しプライバシーの保持できる個室を確保 4）面接時間：一人当たり 45 分～
60 分程度 2.データ分析面接で得られたインタビュー内容をデータ化し、質問内容ごと





施した（承認番号 18021）。  
【結果および考察】 
研究に同意の得られた退院支援看護師 3 名に対し半構造化面接を実施した。面接時間
は 36～49 分であった。逐語録にしたインタビューデータの 456 の文脈の意味を損なわな
いようにコーディングし、退院支援の現状と課題に関わる 346 の文脈を抽出した。退院
支援看護師は、病院内で「退院支援シートへの活用が推進されている」ものの、「病棟看
護師の知識とコミュニケーション力の差」によって「患者・家族が必要としている支援
を探索できる時期」が異なると認識していた。また、「システムとして病院内での情報共
有が可能」であるが、家族背景や地域格差による「退院後の療養場所の選定の困難さ」
を課題としていた。地域・包括ケアを推進するためには、「地域のケアマネージャーとの
密な連携」が必要であり、情報共有の方略は病院独自で実践されていた。また、再入院
する事例の多くが「夜間に吸引できないことによる誤嚥性肺炎」であった。 
退院支援加算算定に必要なカンファレンスの開催はシステムとして組み込まれてお
り、必要に応じ入院直後から退院支援が開始されていた。退院支援看護師は再入院や療
養場所の選定が困難な事例を課題と認識していた。 
